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群
馬
詩
人
ク
ラ
ブ
回
顧

梁

瀬

和

男

群
馬
詩
人
ク
ラ
ブ
の
発
足
は
昭
和
三
十
二
　
（
一
九

五
七
）
年
の
五
月
で
、
現
在
か
ら
五
十
六
年
前
で
あ

る
。
ク
ラ
ブ
設
立
に
関
係
し
た
者
と
し
て
当
時
の
結

成
の
目
標
を
回
顧
す
る
と
様
々
な
感
慨
に
誘
わ
れ
る
。

当
時
、
設
立
関
係
者
は
、
何
よ
り
も
県
内
詩
人
た
ち

の
交
流
の
場
を
作
り
、
そ
こ
で
協
議
し
行
動
に
移
す

事
を
方
針
と
し
た
。
そ
の
協
議
の
中
で
計
画
さ
れ
た

の
が
、
現
代
詩
に
関
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ユ
ウ
ム
や
、
各

同
人
詩
誌
の
主
張
の
発
表
な
ど
で
あ
っ
た
。
そ
の
よ

う
な
集
会
は
年
に
二
回
ぐ
ら
い
開
催
さ
れ
た
が
毎
回
、

盛
況
で
あ
っ
た
。
記
憶
を
た
ど
る
と
、
次
の
よ
う
な

テ
ー
マ
が
思
い
出
さ
れ
る
。

「
私
た
ち
の
詩
誌
の
主
張
」

「
詩
に
関
す
る
研
究
発
表
」

「
群
馬
年
刊
詩
集
の
作
品
の
合
評
」

こ
の
よ
う
な
集
会
の
場
合
、
幹
事
会
で
は
事
前
に

発
言
者
、
司
会
者
を
決
め
て
お
い
た
が
、
い
つ
も
活

発
な
意
見
の
交
換
が
出
来
て
、
詩
を
か
く
人
た
ち
の

間
の
友
情
と
信
頼
も
自
然
な
形
で
醸
成
さ
れ
て
行
っ

た
。
そ
し
て
そ
れ
ら
の
集
会
の
模
様
は
「
会
報
」
で

紹
介
さ
れ
た
が
、
時
に
そ
の
掲
載
さ
れ
た
意
見
に
、

反
論
、
疑
問
な
ど
が
寄
せ
ら
れ
る
事
も
あ
り
、
幹
事

会
は
そ
の
よ
う
な
討
論
の
連
鎖
を
尊
重
し
た
。

ま
た
「
会
報
」
で
は
郷
土
輩
出
の
詩
人
へ
の
感
想

や
作
品
鑑
賞
を
企
画
し
て
、
そ
の
詩
的
遺
産
の
継
承

に
つ
い
て
も
配
慮
し
た
。
現
在
の
「
会
報
」
に
そ
れ

ら
の
掲
載
が
な
い
の
が
惜
し
ま
れ
る
が
、
戦
後
、
県

内
の
詩
の
運
動
を
推
進
し
た
詩
人
た
ち
　
－
　
例
え
ば

高
橋
元
吉
、
東
宮
七
男
、
岡
田
刀
水
士
、
清
水
房
之

丞
、
渋
谷
国
息
ほ
か
の
方
た
ち
に
関
す
る
詩
人
論
や

作
品
の
鑑
賞
に
も
、
詩
人
ク
ラ
ブ
は
取
り
組
む
必
要

が
あ
る
と
思
う
、
そ
れ
ら
の
先
達
詩
人
の
作
品
、
評

論
、
エ
ッ
セ
イ
の
中
に
は
、
私
た
ち
が
注
目
す
べ
き

多
く
の
遺
産
が
残
さ
れ
て
い
る
と
思
う
の
で
あ
る
。

次
に
特
記
し
た
い
の
は
、
「
会
報
」
　
で
当
時
の
政

治
的
社
会
的
課
題
に
対
す
る
会
員
の
意
見
を
特
集
し

た
事
で
あ
る
。
例
え
ば
昭
和
三
十
四
（
一
九
五
九
）

年
三
月
発
行
の
、
「
会
報
」
十
八
号
に
は
、
「
日
本
の

現
状
を
ど
う
と
ら
え
ど
う
行
動
す
る
か
」
と
い
う
特

集
が
あ
る
。
当
時
は
日
米
安
保
条
約
の
改
正
を
め
ぐ

り
、
国
論
を
二
分
す
る
状
態
に
あ
っ
た
。
詩
人
ク
ラ

ブ
で
は
、
こ
の
歴
史
的
現
実
に
対
す
る
会
員
約
十
名

の
意
見
を
特
集
し
た
が
、
そ
れ
は
、
詩
人
の
現
実
認

識
を
問
う
企
画
で
も
あ
っ
た
。
当
然
の
事
の
よ
う
に

幹
事
会
は
独
自
の
見
解
は
発
表
し
な
か
っ
た
が
、
会

員
全
点
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
集
計
を
、
行
う
べ
き

で
は
な
か
っ
た
か
と
、
今
ふ
り
か
え
っ
て
い
る
。

現
在
、
「
日
本
国
憲
法
」
に
関
す
る
論
議
が
、
戦

後
は
じ
め
て
の
問
題
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う

な
重
大
な
課
題
に
対
し
て
、
私
た
ち
も
確
固
た
る
認

識
を
も
つ
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
「
会
報
」
に

こ
の
よ
う
な
現
実
的
課
題
へ
の
、
発
言
が
必
要
だ
、

と
私
は
今
思
っ
て
い
る
の
だ
が
、
そ
れ
は
、
詩
は
現

実
か
ら
遊
離
し
て
は
な
ら
な
い
と
考
え
る
か
ら
で
あ

る
。詩

人
ク
ラ
ブ
発
足
以
来
五
十
六
年
、
ふ
り
か
え
る

と
、
す
ぐ
れ
た
詩
を
書
い
た
友
人
た
ち
の
多
く
が
、

他
界
し
た
の
に
気
づ
く
。
そ
し
て
長
い
伝
統
を
支
え

て
来
た
多
く
の
人
に
心
か
ら
感
謝
し
て
い
る
。
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「
き
・
わ
・
る
」

現
代
詩
作
品
展
報
告

時
揮
　
博

第
二
十
一
回
現
代
詩
作
品
展
が
、
六
月
十
六
日
～

三
十
日
、
前
橋
文
学
館
3
F
で
行
わ
れ
た
。
『
さ
・

わ
・
る
』
を
テ
ー
マ
に
、
二
十
三
名
の
会
員
が
思
い

思
い
に
趣
向
を
こ
ら
し
出
品
し
た
。
今
回
は
、
文
学

館
の
共
催
と
い
う
当
ク
ラ
ブ
に
と
っ
て
も
、
画
期
的

な
作
品
展
と
な
っ
た
。
イ
ベ
ン
ト
は
二
十
二
日
。
一

部
は
、
ゲ
ス
ト
の
三
角
み
づ
紀
さ
ん
に
よ
る
映
像
。

そ
し
て
、
蛭
子
健
太
郎
氏
の
コ
ン
ト
ラ
バ
ス
と
詩
の

朗
読
に
よ
る
コ
ラ
ボ
。
体
調
不
良
を
お
し
て
の
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
、
し
ば
し
異
次
元
空
間
の
中
に
置

か
れ
た
か
の
よ
う
な
不
思
議
な
体
験
を
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
。
第
二
部
は
、
会
月
に
よ
る
詩
の
朗
読
会
。

個
性
派
ぞ
ろ
い
の
詩
人
た
ち
が
発
す
る
一
つ
一
つ
の

言
葉
は
、
と
て
も
味
わ
い
深
く
光
っ
て
い
た
。
そ
の

後
は
、
場
所
を
変
え
懇
親
会
。
労
を
ね
ぎ
ら
い
、
互

い
の
親
交
を
深
め
た
。
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新
井
　
啓
子

新
井
　
隆
人

泉
　
　
麻
里

井
上
　
啓
二

井
上
　
英
明

金
井
裕
美
子

狩
野
　
　
務

柄
渾
　
絢
子

川
島
　
　
完

木
村
　
和
夫

佐
伯
　
　
圭

三
枝
　
　
治

志
村
喜
代
子

須
田
　
芳
校

閲
　
　
和
郎

開
口
　
将
夫

「
な
つ
の
わ
な
」

「
五
十
音
詩
1
」
他
十
一
点

「
は
な
び
ら
」

「
い
つ
わ
り
の
木
」
他
一
点

「
触
る
」
他
二
点

「
解
体
心
緒
」
他
二
点

「
さ
わ
る
」
他
二
点

「
霧
」
他
二
点

「
人
差
指
哀
歌
」
他
一
点

「
朔
太
郎
が
愛
し
た
利
根
川
を
行

く
」

「
さ
わ
ら
な
い
も
の

1
私
語
す
る
も
の
た
ち
－
」

「
土
筆
」

「
畳
に
触
る
」

「
潮
騒
を
聞
く
少
女
」
他
二
点

「
う
つ
ろ
う
・
ま
ち
」
他
一
点

「
眼
で
さ
わ
る
」
他
五
点

関
根
由
美
子
　
「
座
線
の
う
た
」
他
l
点

堀
　
　
美
代
　
「
さ
は
る
の
は
一
蓮
托
生
　
末

摘
花
」

富
沢
　
　
智
　
「
想
像
力
発
生
装
置
・
キ
ユ
ー
ピ
ー

4
号
（
改
良
型
3
号
機
）
」

時
渾
　
　
博
　
「
白
馬
～
上
高
地
～
函
館
～
爪
木

崎
の
旅
」

中
澤
　
陸
士
　
「
帰
水
の
橋
」

平
野
　
秀
哉
　
「
山
頭
火
の
う
た
」

福
田
　
　
誠
　
「
七
夕
と
く
と
く
ク
ー
ポ
ン
Ⅱ
」

他
七
点

（
敬
称
略
）

今
回
は
前
橋
文
学
館
様
の
協
力
を
得
て
六
月
十
六

日
よ
り
六
月
三
十
日
と
い
う
ロ
ン
グ
ラ
ン
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
六
月
二
十
二
日
に
は
三
角
み
づ
紀
氏
に

ょ
る
映
像
と
朗
読
と
蛭
子
健
太
郎
氏
の
コ
ン
ト
ラ
バ

ス
を
一
部
と
し
、
二
部
に
は
群
馬
詩
人
ク
ラ
ブ
会
員

に
よ
る
朗
読
会
が
行
わ
れ
た
。
朗
読
者
は
一
七
名

で
、
田
口
三
船
、
川
島
完
、
曽
根
ヨ
シ
、
金
井
裕
美

子
、
狩
野
務
、
三
枝
治
、
時
渾
博
、
福
田
誠
、
奥
重

機
、
木
村
和
夫
、
佐
伯
圭
、
神
保
武
子
、
中
澤
陸
士
、

平
野
秀
哉
、
志
村
喜
代
子
、
新
井
隆
人
、
開
口
将
夫

の
各
氏
で
あ
っ
た
。
第
二
十
一
回
　
群
馬
詩
人
ク
ラ

ブ
現
代
詩
作
品
展
は
、
前
橋
文
学
館
様
と
の
共
催
で

大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
た
と
思
い

ま
す
。
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第
二
十
一
回
　
現
代
詩
作
品
展

ご
来
場
者
ア
ン
ケ
ー
ト

■
■
■
一
層
二
田
■
■
－
■
－
田
－
博
一
t
一
－
一
　
一
■
●
＿
■
＿
　
■

◆
七
〇
代
女
性

一
寸
場
ち
が
い
の
と
こ
ろ
に
来
た
感
じ
で
戸
惑
い

ま
し
た
。
朔
太
郎
文
学
館
な
の
で
す
か
ら
「
地
域

の
詩
人
の
詩
を
発
表
す
る
場
」
本
日
の
よ
う
な
催

し
が
あ
っ
て
良
い
と
思
い
ま
す
。

◆
六
〇
代
男
性

詩
の
朗
読
に
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
　
（
演
奏
）
を
コ
ラ
ボ

す
る
場
合
は
、
言
葉
が
聞
き
取
り
難
い
為
に
音
の

調
整
（
音
量
）
　
が
難
し
い
。

◆
六
〇
代
男
性

各
自
の
個
性
が
詩
の
中
に
表
現
さ
れ
て
い
て
、
と

て
も
興
味
深
か
っ
た
。
こ
れ
か
ら
も
個
性
あ
ふ
れ

る
詩
を
発
表
し
て
下
さ
い
。

◆
六
〇
代
女
性

詩
人
ク
ラ
ブ
の
作
品
展
、
も
っ
と
む
ず
か
し
く
い

ろ
い
ろ
考
え
さ
せ
ら
れ
る
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、

色
々
な
作
品
に
出
会
え
て
楽
し
か
っ
た
。

◆
六
〇
代
女
性

詩
は
遠
く
に
あ
っ
て
、
高
い
と
こ
ろ
に
あ
る
と

思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
作
品
展
を
見
さ
せ
て

い
た
だ
き
、
一
寸
身
近
に
詩
が
あ
る
気
が
し
ま
す
。

◆
七
〇
代
女
性

作
品
に
対
す
る
作
者
の
感
じ
方
の
表
現
が
、
す
ご

く
お
も
し
ろ
く
思
い
ま
し
た
。

◆
六
〇
代
男
性

こ
と
ば
に
す
る
前
の
詩
人
の
心
の
中
で
、
ど
の
よ

う
な
発
見
が
う
ま
れ
る
の
か
訊
い
て
み
た
い
。

◆
二
〇
代
女
性

一
つ
一
つ
に
素
晴
ら
し
い
個
性
を
感
じ
ま
し
た
。

群
馬
県
だ
か
ら
こ
そ
、
こ
の
よ
う
に
個
性
を
持
っ

た
方
々
の
作
品
が
た
く
さ
ん
の
人
の
目
に
入
る
機

会
が
も
っ
と
あ
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

◆
一
〇
代
女
性

い
ろ
い
ろ
お
も
し
ろ
い
も
の
が
あ
っ
て
楽
し
か
っ

た
。

こ
の
ほ
か
多
数
の
方
よ
り
ア
ン
ケ
ー
ト
を
戴
い
て

お
り
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
詩
人
口

が
老
齢
化
し
て
い
る
と
感
じ
て
い
る
現
在
で
あ
る
が
、

若
い
方
も
興
味
を
持
っ
て
い
て
く
れ
る
、
そ
ん
な
ア

ン
ケ
ー
ト
で
し
た
。
六
月
十
六
日
か
ら
三
十
日
ま
で

の
来
場
者
は
三
二
〇
名
で
し
た
。
会
場
の
関
係
か
ら

か
前
橋
市
の
方
が
多
か
っ
た
よ
う
で
す
。
埼
玉
県
か

ら
も
来
場
下
さ
れ
る
な
ど
、
会
員
の
協
力
と
前
橋
市

文
学
館
様
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
で
成
し
得
た
数
字
と
幹

事
一
同
、
こ
こ
に
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

鼻
輪
ス
ト
リ
ー
ト
ラ
イ
ブ
の

、
お
知
ら
せ

【
視
詩
展
（
ビ
ジ
ュ
ア
ル
・
ポ
エ
ト
リ
ー
展
）
】

会
期
9
月
1
4
日
（
土
）
～
1

0
月
1
3
日
（
日
）

出
展
者
新
井
頴
子
・
新
井
隆
人
・
岸
本
美
奈
子
・

北
爪
満
書
・
囲
峰
照
子
・
開
口
将
夫
・

田
名
部
ひ
ろ
し
・
支
倉
隆
子
・
濱
僚
智

里
・
森
郁
男

会
場
C
乳
e
あ
す
な
ろ
T
e
－
O
N
Y
u
澄
－
N
U
票

〒
当
？
暴
彗
群
馬
県
高
崎
市
鞘
町
七
三

入
場
料
無
料

【
言
葉
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
】

日
時
9
月
2
2
日
（
日
）
午
後
4
時
～

出
演
者
新
井
啓
子
・
北
爪
満
喜
・
く
ぽ
ん
ぽ
ん

（
新
井
隆
人
＋
囲
崎
理
嘉
）
・
開
口
将
夫
・

橘
上
／
ち
ゅ
う
サ
ン
（
パ
ン
ト
マ
イ
ム
）

会
場
c
p
訂
あ
す
な
ろ
T
e
－
O
N
Y
u
澄
－
N
u
宗

〒
当
千
妥
当
群
馬
県
高
崎
市
鞘
町
七
三

入
場
料
無
料

【
青
葉
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
】

日
時
9
月
2
9
日
（
日
）
午
後
4
時
～

出
演
者
U
r
a
O
C
b
・
て
あ
し
く
ち
び
る
・
ハ
ハ
ノ

シ
キ
ユ
ウ
・
松
浦
健
太

会
場
C
乳
e
あ
す
な
ろ
T
e
－
O
N
Y
u
澄
－
N
u
宗

〒
当
千
宗
当
群
馬
県
高
崎
市
鞘
町
七
三

入
場
料
無
料
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イ
ベ
ン
ト
報
告

「
あ
す
な
ろ
忌
」
に
寄
せ
て

房
内
は
る
み

再
び
「
あ
す
な
ろ
」
　
に
灯
が
と
も
っ
た
。
六
月

十
六
日
、
旧
「
あ
す
な
ろ
」
を
高
崎
市
が
改
装
し
、

高
崎
経
済
大
学
の
学
生
達
が
運
営
す
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
カ
フ
ェ
　
「
あ
す
な
ろ
」
で
、
第
1
2
回
「
あ
す
な

ろ
忌
」
が
行
わ
れ
た
。

は
じ
め
に
、
あ
す
な
ろ
忌
発
起
人
会
代
表
の
曽
根

ヨ
シ
氏
が
「
こ
の
場
所
で
　
『
あ
す
な
ろ
忌
』
を
開
催

で
き
て
う
れ
し
い
」
と
述
べ
、
そ
れ
か
ら
同
会
で
上

毛
新
聞
論
説
委
員
長
の
藤
井
浩
氏
が
「
若
い
人
た
ち

の
力
で
、
ま
た
新
し
い
　
『
あ
す
な
ろ
』
を
作
っ
て
ほ

し
い
」
と
、
学
生
達
に
エ
ー
ル
を
送
っ
た
。
同
氏
が

ま
と
め
た
「
あ
す
な
ろ
」
小
史
で
は
、
雀
華
歯
が

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
、
日
本
と
韓
国
を
行
き
来

し
て
い
た
こ
と
、
映
画
『
こ
こ
に
泉
あ
り
」
　
に
感
動

し
高
崎
市
に
「
あ
す
な
ろ
」
を
建
て
た
こ
と
、
そ
こ

で
行
わ
れ
た
「
生
の
音
楽
の
夕
べ
」
「
詩
の
朗
読
の

夕
べ
」
神
津
・
荒
船
牧
場
で
行
わ
れ
た
「
詩
人
と
つ

ど
う
会
」
な
ど
が
書
か
れ
、
「
あ
す
な
ろ
」
　
の
歴
史
と
、

雀
華
園
と
い
う
希
有
な
人
物
を
知
る
う
え
で
貴
重
な

一
冊
で
あ
る
と
思
う
。

そ
の
あ
と
、
第
六
回
萩
原
朔
太
郎
賞
を
受
賞
さ
れ

た
詩
人
財
部
鳥
子
氏
が
「
高
崎
あ
す
な
ろ
と
襟
章
囲
」

と
題
し
て
、
講
演
を
行
っ
た
。

講
演
の
内
容
は
「
長
田
弘
さ
ん
か
ら
　
『
な
つ
か
し

い
時
間
」
を
い
う
本
が
送
ら
れ
、
そ
の
中
に
『
変
わ
っ

た
人
」
と
い
う
の
が
あ
り
ま
し
た
。
私
が
思
い
浮
か

ん
だ
の
が
雀
拳
固
さ
ん
で
す
。
高
崎
と
い
う
地
方
都

市
に
細
部
ま
で
こ
だ
わ
っ
た
洒
落
た
イ
ン
テ
リ
ア
の

店
を
建
て
、
そ
こ
に
詩
人
、
音
楽
家
、
画
家
を
集
め
、

色
々
な
催
し
で
、
交
流
の
場
を
設
け
た
こ
と
。
ま
た

一
九
六
六
年
六
月
十
七
日
は
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。
私
も
参
加
し
ま
し
た
が
、
バ
ス
に
嵯
峨
信
之
、

会
田
網
雄
、
天
沢
退
二
郎
、
石
垣
り
ん
、
田
村
隆

一
、
那
珂
太
郎
、
中
桐
雅
夫
、
吉
原
幸
子
、
そ
の
他

第
一
線
で
活
躍
し
て
い
る
詩
人
た
ち
四
十
五
人
を
乗

せ
、
ま
た
群
響
の
メ
ン
バ
ー
四
十
人
も
加
わ
り
神
津
・

荒
船
牧
場
で
『
詩
人
と
つ
ど
う
会
』
を
行
い
ま
し
た
。

一
晩
飲
ん
で
、
食
べ
て
一
夜
を
明
か
し
ま
し
た
。
こ

う
い
う
発
想
と
情
熱
は
　
『
変
わ
っ
た
人
山
　
で
な
け
れ

ば
で
き
ま
せ
ん
。
そ
し
て
「
詩
人
と
つ
ど
う
会
」
の

思
い
出
話
を
さ
れ
た
。
ま
た
「
『
変
わ
っ
た
人
』
　
が
、

同
時
代
に
、
ま
た
後
世
に
遺
し
た
も
の
は
、
今
な
お

私
達
を
ち
ゃ
ん
と
さ
せ
る
何
か
で
す
。
そ
れ
は
人
の
、

人
と
し
て
の
デ
ィ
ク
ニ
テ
ィ
、
尊
厳
と
い
う
こ
と
で

す
。
で
も
今
日
の
社
会
は
『
変
わ
っ
た
人
』
が
少
な

く
な
っ
て
、
社
会
の
空
気
を
生
気
の
な
い
も
の
に
し

て
い
る
気
が
し
ま
す
。
」
と
も
述
べ
た
。

ま
た
、
一
時
期
前
橋
に
住
ん
で
詩
活
動
を
し
た
草

野
心
平
や
、
「
詩
人
と
は
特
権
で
は
な
い
。
不
可
避

で
あ
る
。
」
と
言
っ
た
高
村
光
太
郎
に
も
ふ
れ
た
。

最
後
に
、
元
群
響
の
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
演
奏
と
、

詩
の
朗
読
が
あ
り
、
そ
の
日
は
終
わ
っ
た
。

「
あ
す
な
ろ
」
　
の
夢
が
、
ふ
た
た
び
戻
っ
て
き
た

よ
う
な
一
日
だ
っ
た
。

広
瀬
川
美
術
館
三
会
期
‥
六
月
一
日
（
土
）
～
六
月
ニ
〒
日
（
日
）
〕

真
下
章
展
「
『
い
ろ
は
に
こ
ん
ぺ
と
』

真
下
章
の
仕
事
－
詩
・
エ
ッ
セ
イ
・
木
版
画
」

い
い
作
品
と
対
峠
で
き
る
喜
び

金
井
裕
美
子

真
下
章
さ
ん
の
展
覧
会
は
、
以
前
、
上
毛
新
聞
社

刊
・
郷
土
誌
「
上
州
風
」
に
連
載
さ
れ
て
い
た
《
い

ろ
は
に
こ
ん
ぺ
と
》
の
木
版
画
の
原
画
と
エ
ッ
セ
イ

を
中
心
に
構
成
。
観
応
え
、
読
み
応
え
が
あ
っ
た
。

会
場
は
広
瀬
川
美
術
館
。
全
国
初
の
国
登
録
有
形

文
化
財
建
造
物
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
る
。
昭
和

二
十
三
年
に
画
家
の
故
近
藤
嘉
男
氏
の
自
宅
兼
ア
ト

リ
エ
と
し
て
建
て
ら
れ
、
補
修
・
改
築
の
後
、
平
成

九
年
よ
り
一
般
開
放
さ
れ
た
私
設
の
美
術
館
で
あ
る
。

こ
の
美
術
館
で
は
、
詩
に
理
解
あ
る
酒
井
重
点
副

館
長
が
二
〇
一
〇
年
よ
り
年
間
企
画
の
内
の
一
、
二

回
ほ
ど
、
詩
と
絵
に
よ
る
展
覧
会
を
企
画
し
て
い
る
。

画
家
で
あ
る
酒
井
副
館
長
と
は
、
群
馬
県
美
術
展
を

通
し
て
前
々
か
ら
の
知
り
合
い
だ
っ
た
と
い
う
こ
と

も
あ
っ
て
、
展
示
す
る
詩
を
選
ん
だ
り
、
詩
の
作
者

に
連
絡
を
す
る
な
ど
、
で
き
る
範
囲
で
ほ
ん
の
少
し

お
手
伝
い
を
し
て
い
る
。

今
年
も
ま
た
詩
の
あ
る
絵
画
展
を
し
た
い
と
の
相

談
を
受
け
た
時
、
十
年
以
上
前
に
群
馬
詩
人
ク
ラ
ブ

の
詩
画
展
で
拝
見
し
た
真
下
さ
ん
の
木
版
画
を
思
い

出
し
た
。
「
上
州
風
」
に
掲
載
さ
れ
て
い
た
エ
ッ
セ

イ
と
木
版
画
の
頁
も
頭
を
よ
ぎ
っ
た
。

詩
集
『
神
サ
マ
の
夜
』
が
第
三
十
八
回
H
氏
賞
を

受
賞
さ
れ
た
こ
と
で
、
詩
の
知
名
度
は
高
い
が
、
素

朴
で
ど
こ
と
な
く
翳
り
を
含
ん
だ
木
版
画
は
、
魅
力
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的
で
あ
り
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
表
舞
台
に
立
つ
こ
と

は
な
か
っ
た
よ
う
に
思
う
。
だ
か
ら
、
真
下
作
品
の

フ
ア
ン
の
ひ
と
り
と
し
て
、
も
し
も
こ
の
好
機
に
、

真
下
さ
ん
の
作
品
を
観
せ
て
い
た
だ
け
る
こ
と
が
実

現
し
た
ら
嬉
し
い
な
と
、
た
だ
そ
れ
だ
け
の
気
持
ち

で
美
術
館
と
真
下
さ
ん
と
の
仲
介
役
を
引
き
受
け
た
。

「
俺
の
作
品
な
ん
か
で
展
覧
会
が
で
き
る
ん
か

い
？
」
作
品
を
お
借
り
し
た
い
と
申
し
上
げ
た
わ
た

し
に
、
真
下
さ
ん
は
心
配
そ
う
に
何
度
も
訊
き
返
さ

れ
た
。
そ
し
て
快
諾
。
以
前
に
も
個
展
開
催
の
話
が

出
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
実
ら
な
か
っ
た
の
だ
、

と
数
名
か
ら
お
開
き
し
た
。
今
回
、
よ
う
や
く
〝
そ

の
時
が
き
た
〟
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

作
品
に
魅
了
さ
れ
、
何
度
と
な
く
来
館
さ
れ
た
方

も
多
か
っ
た
そ
う
だ
。
（
木
版
画
は
独
学
で
習
得
し

た
と
詩
人
は
青
い
ま
す
が
、
そ
の
見
事
な
造
形
セ
ン

ス
は
、
天
性
の
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
）
と
本
展
の

チ
ラ
シ
に
あ
る
が
、
配
置
や
色
形
の
繊
細
さ
や
大
胆

さ
、
独
自
の
工
夫
、
切
取
り
の
妙
に
も
気
質
が
現
れ

て
い
て
　
（
エ
ッ
セ
イ
も
同
様
）
、
何
度
見
て
も
楽
し

め
た
。木

版
画
に
向
き
合
う
と
、
桐
生
和
紙
の
風
合
い
と

穏
や
か
な
倖
ま
い
の
色
や
形
が
静
か
に
語
り
か
け
て

き
た
。
エ
ッ
セ
イ
か
ら
発
せ
ら
れ
る
作
者
の
生
き
る

姿
勢
や
厳
し
い
自
己
問
答
が
烈
し
く
響
い
て
き
た
。

真
下
章
と
い
う
詩
人
は
真
下
章
の
人
生
を
こ
の
よ

う
に
し
か
歩
き
よ
う
が
な
い
と
い
う
歩
き
方
で
、
詩

「
満
月
」
そ
の
ま
ま
に
、
生
き
て
き
た
の
だ
と
あ
ら

た
め
て
打
た
れ
た
。
誠
実
さ
や
切
実
な
想
い
、
こ
と

ば
の
強
さ
や
重
さ
に
庄
倒
さ
れ
、
心
揺
さ
ぶ
ら
れ
、

い
い
作
品
と
対
時
で
き
る
喜
び
を
感
じ
た
。

▲
骨
　
　
幹

抒
情
と
ユ
ー
モ
ア
と
頑
固
さ
と

大
塚
史
朗
詩
選
集
を
読
ん
で

井
上
英
明

一
九
七
六
年
の
第
一
「
頬
か
ぶ
り
」
か
ら
二
〇
一

二
年
の
第
十
六
詩
集
「
記
念
樹
」
ま
で
の
三
六
年
間

の
選
詩
集
で
あ
る
。
詩
を
書
い
て
い
る
期
間
は
こ
れ

よ
り
も
長
い
は
ず
だ
。
こ
の
期
問
、
大
塚
氏
の
視
線

は
全
く
ぶ
れ
て
い
な
い
。
農
作
業
を
通
し
て
の
視
線
、

戦
争
体
験
を
通
し
て
の
視
線
、
子
育
て
を
通
し
て
の

視
線
で
詩
を
書
き
続
け
て
い
る
。
時
間
の
経
過
は
記

憶
を
曖
昧
に
し
、
自
ら
の
価
値
観
す
ら
曖
昧
に
す
る

こ
と
が
あ
る
。
し
か
し
大
塚
氏
は
時
間
の
経
過
に
妥

協
し
な
か
っ
た
。
こ
の
大
塚
氏
の
姿
勢
を
反
骨
と
呼

ん
で
し
ま
う
と
少
し
意
味
が
違
っ
て
く
る
。
頑
固
な

の
で
あ
る
。
こ
の
頑
固
さ
は
き
っ
と
、
農
家
と
し
て

土
と
社
会
に
触
れ
、
そ
こ
で
感
じ
取
っ
た
矛
盾
を
矛

盾
と
言
い
切
る
姿
勢
で
あ
る
。

こ
の
頑
固
さ
を
ユ
ー
モ
ア
と
抒
情
で
整
え
て
い
く

や
り
方
が
大
塚
氏
の
特
徴
な
の
だ
ろ
う
。

「
い
つ
も
／
ふ
み
つ
け
ら
れ
る
も
の
／
む
し
り
取

ら
れ
る
も
の
／
そ
の
／
な
が
い
な
れ
あ
い
が
／
絶
え

ず
／
身
が
ま
え
る
／
ひ
と
を
／
寄
せ
つ
け
な
い
棟
を

も
つ
／
／
ひ
と
り
／
ほ
の
か
に
光
る
花
を
／
咲
か
せ

る
た
め
に
」

第
一
詩
集
に
あ
る
「
あ
ざ
み
」
　
の
全
文
で
あ
る
が
、

「
ふ
み
つ
け
ら
れ
る
も
の
／
む
し
り
と
ら
れ
る
も
の
」

が
大
塚
氏
の
立
ち
位
置
で
、
「
ほ
の
か
に
光
る
花
」

と
書
き
止
め
る
こ
と
が
決
し
て
甘
く
は
な
い
大
塚
氏

の
抒
情
な
の
だ
。

大
塚
氏
の
詩
群
に
は
、
家
族
の
こ
と
を
麓
材
に
し

た
詩
が
ち
り
ば
め
て
あ
る
。
第
二
詩
集
の
　
『
成
長
」

に
は
、
「
娘
」
　
の
成
長
に
途
惑
う
男
親
の
哀
愁
の
よ

う
な
も
の
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
る
が
、
こ
の
詩
の
前

後
に
は
理
不
尽
な
権
力
に
対
す
る
ア
イ
ロ
ニ
ッ
タ
な

鋭
い
刃
の
詩
で
あ
る
。
別
個
な
詩
と
し
て
成
立
さ
せ

な
が
ら
、
並
列
さ
せ
る
こ
と
で
同
一
の
視
線
の
高
さ

を
感
じ
さ
せ
る
。
ま
た
、
先
祖
を
題
材
に
す
る
と
き
、

ユ
ー
モ
ア
に
富
ん
だ
表
現
を
す
る
。
同
詩
集
の
　
『
な

す
び
の
馬
」
は
先
祖
が
苦
労
し
て
開
墾
し
た
土
地
が

荒
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
、
送
り
火
の
時
は
横
を
向
い

て
捷
灯
の
火
が
消
え
て
し
ま
い
そ
う
な
ほ
ど
急
い
で

通
り
ぬ
け
る
、
と
い
っ
た
情
景
だ
が
、
先
祖
は
「
な

す
び
の
馬
」
か
ら
振
り
落
と
さ
れ
な
い
よ
う
に
し
が

み
つ
い
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
ユ
ー
モ
ア
に
諦

め
を
加
え
れ
ば
ニ
ヒ
ル
に
な
る
が
、
大
塚
氏
は
諦
め

で
は
な
く
現
状
の
追
認
と
立
ち
位
置
の
確
認
な
の
で

あ
る
。
だ
か
ら
詩
を
書
き
始
め
て
三
六
年
間
視
点
が

ぶ
れ
な
い
の
だ
ろ
う
。

戦
後
六
八
年
が
経
過
し
た
。
痛
み
や
悲
し
み
、
そ

し
て
憎
し
み
を
希
薄
に
す
る
の
は
、
老
い
て
い
く
脳

細
胞
の
た
め
だ
け
で
は
な
い
。
今
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
に
、
大
塚
氏
は
詩
と
い
う
形
を
選
ん
だ
。

マ
ザ
ー
：
ア
レ
サ
は
言
う
。
「
愛
の
反
対
は
憎
し
み

で
は
な
く
、
無
関
心
で
あ
る
。
」
と
。
だ
か
ら
無
関

心
で
い
ら
れ
な
い
大
塚
氏
に
と
っ
て
、
憎
し
み
と
愛

は
同
義
語
な
の
だ
。

詩
の
果
た
す
役
割
は
様
々
だ
が
、
大
塚
史
朗
「
詩
」

が
絶
滅
危
倶
「
詩
」
に
な
る
の
は
ま
だ
早
い
の
だ
。
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織
都
に
て

田
中
良
三

待
合
室
の
最
前
列
に
い
つ
も
の
笑
顔
が
あ
っ
た

駅
か
ら
徒
歩
数
分
の
寿
司
屋
に
直
行

連
日
の
猛
暑
を
あ
い
さ
つ
が
わ
り
に

話
は
　
足
の
衰
え
　
飲
み
薬
の
増
加
な
ど
ど
こ
か

達
観
し
て
し
ま
っ
た
健
康
談
議

お
料
理
を
話
の
つ
ま
に
　
思
い
出
先
行
の
身
辺
整
理

亡
く
な
ら
れ
た
方
の
話
　
跡
継
ぎ
　
終
末
期
の
自
分

の
姿
　
妻
に
先
立
た
れ
た
ら
・
・
・

閑
話
休
題

四
十
年
前
空
っ
風
と
雷
の
県
都
で
の
遠
近
　
深
夜
に

及
ん
で
も
尽
き
な
い
国
語
教
育
論
　
時
に
胸
痛
く
な

る
生
徒
指
導
　
休
み
返
上
の
進
路
指
導
　
ど
こ
を
切

り
取
っ
て
も
あ
な
た
が
い
た

あ
な
た
の
ゆ
っ
た
り
し
た
物
言
い
　
聞
き
上
手
　
包

容
力
　
ユ
ー
モ
ア
ー
に
支
え
ら
れ
た
幸
せ
な
十
年
間

生
涯
の
持
ち
時
間
が
均
等
で
あ
っ
た
ら
あ
ん
な
に
あ

わ
た
だ
し
い
時
間
を
過
ご
さ
な
く
て
も
よ
か
っ
た
の

に
　
生
徒
一
人
一
人
を
も
っ
と
ゆ
と
り
を
も
っ
て
見

て
や
れ
た
ろ
う
に
　
通
勤
片
道
一
時
間
の
電
車
の
中

採
点
　
授
業
の
準
備
　
作
文
の
添
削
　
職
員
会
議
の

準
備
　
終
電
の
貴
重
な
睡
眠

ゆ
っ
た
り
流
れ
る
リ
タ
イ
ア
の
時
間
　
四
六
時
中
自

分
持
ち
　
自
分
で
色
つ
け
で
き
る
時
間
　
味
付
け

自
由
の
わ
が
時
間
　
賞
味
期
限
ぎ
り
ぎ
り
の
貴
重
な

時
間

ま
た
閑
話
休
題

人
間
が
信
じ
ら
れ
　
未
来
は
明
る
く
輝
や
い
て
い
た

い
じ
め
　
不
登
校
　
体
罰
な
ど
は
現
実
味
に
欠
け
若

者
の
就
職
難
は
話
題
に
も
な
ら
な
か
っ
た
　
東
西
の

冷
戦
　
右
肩
上
が
り
の
経
済
が
い
つ
ま
で
続
く
と
思

い
込
ん
で
し
ま
っ
た
　
こ
ん
な
時
代
を
見
通
し
て
教

育
し
て
来
な
か
っ
た
な
　
時
間
は
さ
か
の
ぼ
れ
な
い

か
ら
ね
　
厳
し
い
ね

「
～
i
n
g
　
（
ア
イ
エ
ヌ
ジ
ー
）
　
」
中
の
森
山
良

子
の
「
あ
れ
あ
れ
」
状
態
　
視
力
の
衰
え
　
年
金
福

祉
・
・
・
心
許
し
た
二
人
の
話
は
　
三
時
の
列
車
の

時
刻
で
あ
わ
た
だ
し
く
幕
と
な
っ
た

勤
め
先
は
変
わ
っ
て
も
　
変
わ
ら
ず
の
交
流

四
十
年
余
の
時
の
メ
ガ
ネ
で
遠
望
す
れ
ば
　
あ
な
た

の
公
正
さ
　
他
へ
の
配
慮
　
人
間
理
解
の
深
さ
が
縦

糸
の
よ
う
に
貫
い
て
い
る
の
が
は
っ
き
り
見
え
る

織
都
の
駅
で
「
い
い
時
間
を
あ
り
が
と
う
」
と
い
う

言
葉
と
と
も
に
来
た
時
と
同
じ
最
前
列
で
送
っ
て
く

だ
さ
っ
た
あ
な
た
に
手
を
振
り
な
が
ら
そ
の
思
い
を

一
層
深
め
て
い
た

森
に
棲
む

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ

こ
ん
に
ち
は

原
田
　
鰐

わ
る
く
は
な
い

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ

こ
ん
に
ち
は

は
ど
よ
い
あ
か
る
さ
の
下
で

右
脳
で
き
い
て
い
る

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ

こ
ん
に
ち
は

空
気
が
ざ
わ
め
い
て

な
に
か
が
羽
ば
た
く

な
っ
と
く
で
き
な
い
こ
と

あ
え
て
あ
げ
る
と

ち
ち

は
は
そ
し
て

わ
た
し
と
い
う
空
白

い
の
ち
と
神
に
つ
い
て

ひ
と
は
そ
の
半
身
で
生
涯
を
生
き

も
う
い
っ
ぽ
う
を
の
こ
し
て
み
ん
な
死
ぬ

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ

こ
ん
に
ち
は

ま
た
き
ょ
・
つ
も

こ
ず
え
で
と
り
は
噸
い
て
い
る

わ
た
し
は
森
に

棲
む
ひ
と
だ
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次
期
幹
事
の
選
定
に
つ
い
て
、
無
記
名
・
五
名
連
記
・
七
月
十
五
日
締
め
切
り

で
投
票
を
お
願
い
い
た
し
ま
し
た
。
集
計
結
果
を
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

○
投
票
者
数
四
十
四
人
（
投
票
率
三
十
六
％
）

得
票
数
（
高
得
票
数
順
・
同
数
の
場
合
五
十
音
順
・
敬
称
略
）

十
票
　
泉
麻
里

八
票
　
新
井
啓
子

七
票
　
愛
敬
浩
一

六
票
　
三
枝
治

五
票
　
金
井
治
子

四
票
　
磯
貝
優
子

≡
票
　
佐
藤
恵
子

〓
票
　
神
尾
敏
之

一
票
　
臼
井
三
夫

伊
藤
信
一
奥
重
機
　
佐
伯
圭

大
塚
史
朗

小
野
啓
子

武
井
幸
子

木
村
和
夫

川
島
完

清
水
由
実

城
田
博
己

江
尻
潔

大
橋
政
人
　
狩
野
務

須
田
芳
枝
　
富
沢
智

篠
木
登
志
枝
　
関
口
将
夫

平
野
秀
哉

碇
箸
宏
　
佐
鳥
書
美

神
保
武
子
　
曽
根
ヨ
シ
　
鶴
田
初
江
　
福
田
誠

志
村
喜
代
子
　
堤
美
代
　
平
石
佳
弘

高
田
英
美
　
田
中
良
三
　
房
内
は
る
み
　
山
田
弘
子

岡
部
久
　
上
林
忠
夫
　
剣
持
昭
義
　
小
鮒
美
江

須
田
和
子
　
高
橋
克
彦
　
田
口
三
船
　
田
村
雅
之

長
谷
川
安
衛
　
原
健
十
三
　
原
田
鰐
　
原
田
道
子
　
福
田
尚
美
　
真
下
宏
子

三
方
克
　
宮
崎
清
　
山
田
八
重
子

以
前
か
ら
の
申
し
合
わ
せ
に
よ
り
、
現
幹
事
十
名
全
員
が
退
任
し
、
こ
れ
ら
の
方
の
中
か

ら
新
た
な
十
名
の
幹
事
を
お
願
い
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
、
ご
事
情
や
ご
都
合
も
あ
ろ
う
か
と
お
察
し
し
ま
す
が
、
当
該
の
方
々
の
ご
協

力
を
切
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
と
と
も
に
、
投
票
に
参
加
い
た
だ
い
た
会
員
の
皆
様
に
熱
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

受
贈
詩
誌
御
礼

詩
誌
「
噺
馬
」
1
5

詩
と
批
評
「
龍
」

夜
明
け
澗

詩
集
「
ゴ
ツ
タ
」

詩
集
「
う
し
ろ
の
月
」

濫
書
堂
通
信
2
8
2
9
測

詩
的
現
代
5

S
C
R
A
M
B
L
E
以

季
刊
「
榛
名
団
」
7

＊
御
恵
贈
感
謝
致
し
ま
す
。

長
谷
川
安
衛

龍
詩
社

群
馬
詩
人
会
議

佐
伯
　
圭

新
井
頴
子

佐
伯
　
圭

詩
的
現
代
の
会

高
崎
現
代
詩
の
会

榛
名
ま
は
ろ
ば
出
版

文
芸
・
映
画
評
論
集
「
影
と
飛
沫
」
愛
敬
浩
一

伊
勢
崎
文
学
3
3
宮
川
勉

個
人
詩
誌
「
河
」
2
7
柳
沢
幸
雄

裳
1
2
0
裳
の
会

詩
集
「
化
石
」
（
復
刻
版
）
柳
沢
幸
雄

萩
原
朔
太
郎
受
賞
者
展
覧
会

佐
々
木
幹
郎
－
明
日
前
橋
文
学
館

個
人
詩
誌
「
S
U
K
A
N
P
O
L
1
5
田
口
三
船

詩
集
「
た
ま
」
藤
波
透

詩
誌
「
烈
風
圏
」
2
5
烈
風
圏
の
会

栃
木
県
現
代
詩
年
鑑
H
2
5
年
版
栃
木
県
現
代
詩
人
会

中
四
国
詩
人
会
ニ
ュ
ー
ズ
レ
タ
ー
3
4

宮
城
県
詩
人
会
会
報
1
7

関
西
詩
人
協
会
会
報
和

福
井
県
詩
人
懇
話
会
会
報
8
2

静
岡
県
詩
人
1
1
9
静
岡
県
詩
人
会

鳥
取
県
現
代
詩
人
協
会
報
「
と
っ
と
り
詩
人
」
2
8

福
島
県
現
代
詩
人
会
会
報
1
0
5

山
形
県
詩
人
会
会
報
飢

山
梨
県
詩
人
会
会
報
12

涙
る
い
工
房
「
裸
心
版
」

福
岡
県
詩
人
会
会
報
揃

兵
庫
県
現
代
詩
協
会
会
報
3
3

中
日
詩
人
会
会
報
m

石
川
詩
人
会
会
報
「
い
し
か
わ
詩
人
」

日
本
詩
人
ク
ラ
ブ
広
報
「
詩
界
通
信
」

千
葉
県
詩
人
ク
ラ
ブ
会
報
は

秋
田
現
代
詩
協
会
会
報
亜

こ
ま
つ
か
ん

6336

（
八
月
二
十
日
現
在
　
敬
称
略
）
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平
成
二
十
五
年
度

会
及
び

の
評
祭
の

知
ら
せ

平
成
二
十
五
年
度
稔
会
及
び
秋
の
詩
祭
を
左

記
の
と
お
り
開
催
い
た
し
ま
す
。

会
月
の
皆
様
方
、
万
障
お
繰
り
合
わ
せ
の
う

え
ご
参
加
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
ご
案
内
い
た
し

ま
す
。

期
　
　
日
　
平
成
二
十
五
年
十
l
月
二
十
三
日

（
勤
労
感
謝
の
日
）

場
　
所
　
前
橋
テ
ル
サ
4
階
　
第
3
研
修
室

受
付
開
始
　
午
後
1
時
3
0
分
～

総
　
会
　
午
後
2
時
～
2
時
3
0
分

秋
の
詩
宗
　
午
後
2
時
4
0
分
～

講
師
　
田
中
　
武
氏

演
題
　
「
詩
の
は
じ
め
、
詩
の
事
情
」

懇
親
会
　
午
後
4
時
～

会
場
　
前
橋
テ
ル
サ
1
階

オ
リ
ピ
エ
タ
ー
ナ

会
費
　
四
〇
〇
〇
円

（
秋
の
奇
祭
・
満
師
紹
介
）

田
中
　
武
氏

●

丁

9

5

7

－

0

0

2

1

新
潟
県
新
発
田
市
五
十
公
野
四
七
七
八

電
話
　
0
2
5
4
－
2
2
－
6
3
3
9

電
子
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

q
q
p
N
守
r
d
⑥
－
a
k
e
一
〇
c
m
．
n
e
J
p

略
歴一

九
三
四
年
新
潟
県
北
蒲
原
郡
五
十
公
野
村

（
現
新
発
田
市
五
十
公
野
）
に
生
ま
れ
る
。

一
九
五
三
年
一
九
歳
頃
か
ら
文
章
倶
楽
部
（
現

代
詩
手
帖
の
前
身
）
　
に
投
桶
。
一
九
五
五
年
に

投
稿
の
常
連
た
ち
で
結
成
さ
れ
た
「
ロ
シ
ナ
ン

テ
」
に
参
加
。
同
人
に
石
原
吾
郎
。
粕
谷
栄
一

小
柳
玲
子
ら
が
い
た
。
一
九
五
九
年
「
ロ
シ
ナ

ン
テ
」
解
散
。

以
後
、
個
人
詩
誌
「
ゆ
す
り
か
」
や
新
潟
県
内

の
詩
誌
「
ブ
イ
」
「
誰
」
「
海
構
」
「
辻
」
「
空
の

引
力
」
な
ど
に
よ
っ
て
詩
作
活
動
を
す
る
。
ま

た
、
一
九
七
七
年
か
ら
小
山
和
郎
個
人
編
集
の

詩
誌
「
紙
鳶
」
「
凧
」
「
軒
」
に
同
氏
の
要
請
で

継
続
的
に
詩
作
品
を
掲
載
し
た
。

出
版
詩
集

一
九
七
六
年
『
茅
原
忌
』
　
（
自
家
版
）

一
九
八
六
年
『
旅
程
に
な
い
場
所
】
　
（
紙
鳶
社
）

二
〇
〇
六
年
『
靡
雨
の
食
卓
』
　
（
紙
鳶
社
）

二
〇
〇
九
年
『
雑
草
屋
」
　
（
花
神
社
）

所
属
詩
誌
　
「
そ
の
空
の
原
で

「
第
二
次

所
属
団
体
　
日
本
現
代
詩
人
会

新
潟
県
現
代
詩
人
会

碩
　
倭
二
顎
　
詣

○
す
ご
い
夏
が
去
っ
て
行
き
ま
し
た
。
猛
暑
が
続
き
、

局
地
的
豪
雨
が
あ
り
、
水
瓶
地
域
に
は
雨
が
な
く
、

敗
戦
で
は
な
い
終
戦
記
念
日
が
あ
っ
て
、
地
震
の

誤
報
は
あ
り
、
原
発
事
故
は
い
ま
だ
解
決
の
糸
口

さ
え
な
く
、
今
後
ど
う
な
っ
て
い
く
の
だ
ろ
う
と

気
が
か
り
は
募
る
ば
か
り
で
す
。

○
次
期
幹
事
改
選
は
3
6
％
の
投
票
率
を
得
ま
し
た
。

投
票
参
加
に
心
よ
り
お
札
申
し
上
げ
ま
す
。
高
得

票
者
順
に
幹
事
依
頼
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

お
受
け
い
た
だ
く
の
に
難
航
を
し
て
お
り
ま
す
が
、

お
受
け
下
さ
れ
た
新
幹
事
に
稔
会
の
席
上
で
温
か

な
拍
手
を
贈
っ
て
下
さ
る
よ
う
、
又
、
現
幹
事
同

様
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

○
次
回
の
会
報
（
二
八
四
号
）
　
は
、
「
総
会
」
「
秋
の

詩
祭
」
　
の
特
集
と
な
り
ま
す
。
「
秋
の
詩
祭
」
　
の

講
師
は
「
第
二
次
・
詩
的
現
代
」
　
（
富
岡
市
）
　
の

同
人
で
あ
る
田
中
武
氏
　
（
新
発
田
市
）
　
で
す
。
群


